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2007 年 9 月 28 日（金）13：00 ～ 17：00
国際シンポジウム「新発見「豊臣期大坂図屛風」の魅力　―オーストリア・グラーツの古城と日本―」
会場：関西大学尚文館 1 階マルチメディア AV 大ホール
主催：関西大学文学部 / なにわ・大阪文化遺産学研究センター
参加人数：230 名
開会あいさつ
　芝井　敬司（しばい・けいじ　関西大学副学長）
パネリスト
　Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ　ドイツ・ケルン大学東洋学部日本学教授）
　Barbara Kaiser（バーバラ・カイザー　エッゲンベルク城博物館主任学芸員）
　Peter Pakesch（ペーター・パケシュ　州立博物館ヨアネウム総監督）
　朝治　啓三（あさじ・けいぞう　関西大学文学部教授・ヨーロッパ史）
　黒田　一充（くろだ・かずみつ　関西大学文学部教授 / 関西大学なにわ ･ 大阪文化遺産学研究センター研究員）
　長谷　洋一（はせ・よういち　関西大学文学部教授 / 関西大学なにわ ･ 大阪文化遺産学研究センター研究員）
通　　訳
　杉谷　眞佐子（すぎたに・まさこ　関西大学外国語教育研究機構教授）
コーディネーター
　藪田　貫（やぶた・ゆたか　関西大学文学部教授/関西大学なにわ･大阪文化遺産学研究センター総括プロジェクトリーダー）
閉会あいさつ
　奥　　純（おく・じゅん　関西大学文学部長）
Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ）
ドイツ・ケルン大学東洋学部教授。専門は日本文化史。
2006 年に関西大学招聘研究者として来日し、10 月に
講演「オーストリアで新再発見された大坂図屛風」を
行なう。そのときはじめて「豊臣期大坂図屛風」を紹
介する。
朝治　啓三（あさじ　けいぞう）
神戸女学院大学を経て、1966 年に関西大学文学部教授と
なる。専門はイギリス中世史。近年は欧米の専門誌に論考
を発表し、国際学会で研究発表や司会を行なうなど、語学
力を活かして国際交流も進めている。著書に『シモン・ド・
モンフォールの乱』（京都大学学術出版会）などがある。
黒田　一充（くろだ　かずみつ）
関西大学文学部教授。専門は日本民俗学。とくに日本
の祭りや民間信仰を研究。著書に『祭祀空間の伝統と
機能』（清文堂出版）がある。2005 年 4 月より、関西
大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター研究員。
長谷　洋一（はせ　よういち）
関西大学文学部教授。専門は日本美術史。とくに中・
近世彫刻史を軸とした仏教美術史が専門。最近は、彫
刻と絵画、アジアの造形文化など、多様な観点からの
考察を行なっている。2005 年 4 月より、関西大学な
にわ・大阪文化遺産学研究センター研究員。
藪田　貫（やぶた　ゆたか）
京都橘女子大学を経て、1990 年より関西大学文学部教授。
専門は日本近世史。女性史を中心として国内はもとより、海
外にも研究活動を広げている。著書に『近世大坂地域の史的
研究』（清文堂出版）などがある。2005 年 4 月より、なにわ・
大阪文化遺産学研究センターの総括プロジェクトリーダー。
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2007 年 9 月 29 日（土）13：00 ～ 16：30
朝日・大学パートナーズシンポジウム「新発見「豊臣期大坂図屛風」を読む」
会場：大阪産業創造館（大阪市中央区本町）4 階イベントホール
主催：朝日新聞社 / 関西大学
特別協力：大阪城天守閣
参加人数：320 名
開会あいさつ
　河田　悌一（かわた・ていいち　関西大学学長）
特別報告
　Peter Pakesch（ペーター・パケシュ　州立博物館ヨアネウム総監督）
基調講演
　Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ　ドイツ・ケルン大学東洋学部日本学教授）
パネリスト
　Barbara Kaiser（バーバラ・カイザー　エッゲンベルク城博物館主任学芸員）
　狩野　博幸（かの・ひろゆき　同志社大学文化情報学部教授）
　北川　央（きたがわ・ひろし　大阪城天守閣研究副主幹 / 関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター研究員）
通　　訳
　杉谷　眞佐子（すぎたに・まさこ　関西大学外国語教育研究機構教授）
コーディネーター
　髙橋　隆博（たかはし・たかひろ　関西大学文学部教授 / 関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター長）
閉会あいさつ
　嶋田　数之（しまだ・かずゆき　朝日新聞大阪本社編集局長補佐）
Barbara Kaiser（バーバラ・カイザー）
エッゲンベルク城博物館主任学芸員。専門は建築史。
グラーツ大学にて美術・歴史・哲学を専攻し、その後、
グラーツ大学芸術学博士号を取得。州立博物館ヨアネ
ウム学芸員を経て、2001 年よりエッゲンベルク城博
物館主任学芸員。
Peter Pakesch（ペーター・パケシュ）
州立博物館ヨアネウム総監督。1955 年グラーツ生
まれ。グラーツ工科大学にて建築学を専攻。その後、
ニューヨークで芸術活動について学んだのち、2003
年から州立博物館ヨアネウム総監督。雑誌 Fama and 
Fortune Bulletin の編集・発行も手掛けている。
杉谷　眞佐子（すぎたに　まさこ）
関西大学外国語教育研究機構教授。専門はドイツ語教育学。
早くからドイツ語教育の理論的研究の重要性を主張し、国際
ドイツ語教師連盟の大会、その他国際学会で研究発表を行な
うなど、海外のドイツ語教育関係者との交流も多い。編著に
『ドイツ語が織りなす社会と文化』（関西大学出版部）がある。
北川　央（きたがわ　ひろし）
大阪城天守閣研究副主幹。専門は織豊期政治史・近世庶民信
仰史だが、研究は幅広く多方面に展開。著書に『大阪城ふし
ぎ発見ウォーク』（フォーラム・A）、編著に『おおさか図像
学　近世の庶民生活』（東方出版）がある。2005 年 4 月より、
関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター研究員。
狩野　博幸（かの　ひろゆき）
京都国立博物館京都文化資料センター長を経て、2006
年に同志社大学文化情報学部教授として着任。専門は
日本近世美術史。京都国立博物館時代、「スターウォー
ズ」展、「伊藤若冲」展などを企画し注目を集める。著
書に『新発見　洛中洛外図屛風』（青幻舎）などがある。
髙橋　隆博（たかはし　たかひろ）
関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター長。奈良
県立美術館を経て関西大学教授。美術館時代にいち早く
「職人尽絵」展を開き注目を浴びる。「文化遺産学」を提
唱し、その可能性と研究方途を構築中。専門は東洋工芸
史。編著に『博物館学概説』（関西大学出版部）などがある。
